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どうにかしてお金を借りる方法はないだろうか？できるだけ早く、そして安全にお金を借りたいと思っている人へ。一口にお金を借りるといっても、働いている人、学生、無職、専業主婦の人など状況によって適した方法が違います。

早くお金を借りたいなら消費者金融カードローンおすすめが最有力で、金利を重視するなら銀行のカードローンもあります。特にプロミスやモビットであれば、最短即日融資が可能です。

カードローンブラックなどで審査に通るか不安な人や、金利が高いのでは？と心配な人は、担保があればお金を借りられますし、借りる先に困った時には、国からお金を借りるなど公的支援制度を利用する方法もあります。


    



さまざまなお金を借りる方法をご紹介しますので、お金がない状況で困っている方は、ぜひご自分にあった方法を見つけてください。
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即日融資がいい人は審査が早い消費者金融カードローンでお金を借りよう

お金を借りる方法の中で、審査のスピードが最も早いのは消費者金融おすすめカードローンです。申し込む時間帯によっては、即日融資も可能です。

また、正社員でなくとも、安定した収入さえあれば雇用形態に関わらず申し込みが可能です。

アルバイトをして自分の収入がある学生がお金を借りるのにも適しています。

ＳＭＢＣモビットはWEB完結でバレ対策もバッチリで安心



ＳＭＢＣモビットはWEBから24時間、いつでも申し込みが可能です。

必要事項を入力したら、10秒で簡易審査結果が表示されます。その後、本審査に進みますが、スムーズに進めば完了まで最短30分です。

なお、即日融資を希望するなら、営業時間である9時〜21時の間に審査が完了するように申し込みましょう。契約が完了すれば、最短3分で口座に振り込みしてもらえます。

WEB完結にすると、契約関係の書類やカードが送られてくることはありません。また、電話連絡もなしになりますので、勤め先に電話をかけられたくない人も安心して申し込めます。

WEB完結にするには、2つの条件が必要です。

・三井住友銀行、三菱UFJ銀行、みずほ銀行、ゆうちょ銀行のいずれかの口座をお持ちの方（※お客さま名義の口座に限ります。）

・全国健康保険協会発行の保険証 （社会保険証）、もしくは組合保険証をお持ちの方

引用元:Web完結申込｜SMBCモビット


【ＳＭＢＣモビットカードローン】

	条件等	内容
	申込年齢	20歳以上74歳以下
	申込要件	・安定した定期収入があること

・堅実な生計を営んでいること

・収入と不調和な債務を持っていないこと
	融資限度額	800万円
	実質年率	3.0％〜18.0％



    



WEB完結なら電話連絡なしにできるＳＭＢＣモビットは、職場バレを気にする人に人気のカードローンです。
    





  ＞＞ SMBCモビット特集ページはこちら


プロミスは在籍確認の電話なしで最短25分融資が可能



プロミスも審査が早いことで定評があります。申し込みから契約、振込まで全てWEBで完結する上に、最短25分での融資も可能です。

契約が完了すれば、最短10秒で指定した口座に振り込んでもらえますので、急いでいる時にはありがたいですね。もちろん、土日でも振込OKです。

プロミスはスマホアプリも便利で、アプリがあれば申込手続きもスムーズですし、カードがなくてもコンビニATMですぐにお金を借りられます。

【プロミスのフリーキャッシング】

	条件等	内容
	申込年齢	18歳以上74歳以下

※高校生不可
	申込要件	・安定した収入があること

※収入が年金のみの人は不可
	借入可能額	上限500万円
	実質年率	4.5％〜17.8％



    



プロミスの利用が初めてなら、30日間の無利息期間サービスを受けられます。この無利息期間は初回借入日の翌日からカウントがスタートするので、契約しておいて実際に借入をしなくても、サービスを無駄にすることはありません。
    





  ＞＞ プロミス特集ページはこちら


アイフルはお急ぎ対応で審査が早い



通常の審査でも十分に早いアイフルですが、どうしても今すぐお金を借りたいという人のために、お急ぎ対応もしてくれます。

WEBから申し込んだ後に、すぐアイフルにメールで連絡をしましょう。すぐに審査を開始してくれますので、スムーズに進めば最短25分で連絡がきます。

早い時間に申し込むことで、即日融資も可能でしょう。

アイフルはバレ対策もバッチリで安心です。パソコンまたはスマホですべて手続きができるWEB完結。カードが郵送されてくることはないので家族にバレる心配はありません。

また、在籍確認の電話も原則としてかけていません。勤め先に電話がかかってくることがないので、職場の人に知られる心配もないでしょう。

【アイフルのキャシングローン】

	条件等	内容
	申込年齢	20歳以上69歳以下
	申込要件	安定した収入と返済能力があること
	借入可能額	上限800万円
	実質年率	3.0％〜18.0％



    



アイフルは最短20分という業界内でも最速の融資スピードです。原則電話連絡なしなので、必要書類さえ間違いなく提出できれば、審査は非常にスピーディでしょう。
    





  ＞＞ アイフル特集ページはこちら


アコムは30日間の無利息期間あり、返済の自由度も高い



アコムは原則、在籍確認の電話連絡なしで、最短20分での融資も可能です。借入までは2ステップです。

アコムには、初めて利用する人のために30日間の無利息期間もついています。契約の翌日からスタートしますので、その30日間の間に全額返済できれば、利息が0円になります。

自動契約機「むじんくん」は全国にあります。ATMが併設されていますので、借りるのも返済するのも便利。

返済期日は指定日に返済する方法と35日ごとのどちらかが選べるほか、ネット、振込、引き落としなど返済方法も数多く用意されており、非常に使いやすいカードローンです。

【アコムのカードローン】

	条件等	内容
	申込年齢	20歳以上
	申込要件	安定した収入と返済能力があること
	借入可能額	上限800万円
	実質年率	3.0％〜18.0％



    



返済方法が多く用意されているアコムは、日々の利用のしやすさで選ぶならおすすめです。
    





  ＞＞ アコム特集ページはこちら


レイクALSAは最短25分融資で無利息期間も選べる



レイクALSAは、21時（日曜日は18時）までに契約手続きが完了すれば、即日融資が可能です。

審査は最短15秒で確認でき、その後の書類審査などを含め、最短25分で融資してもらえます。

本人確認はスマホでできますし、契約書類はダウンロードできるのでWEB完結が可能です。スマホアプリを入れればカードがなくてもセブン銀行ATMでの借入・返済ができるようになります。

レイクALSAの大きな特徴は、選べる無利息期間があることです。借入金額や申し込み方法によって、最長180日間の無利息期間を利用できるので、カードローンの金利が気になっている方も、使いやすいのではないでしょうか。

【レイクALSAのカードローン】

	条件等	内容
	申込年齢	満20歳以上70歳以下
	申込要件	・安定した収入があること

・国内に居住していること

・自分のメールアドレスを持っていること

・日本の永住権を取得していること

※収入が年金のみでも申し込み可能
	借入可能額	上限500万円
	実質年率	4.5％〜18.0％



    



レイクは選べる無利息期間が嬉しいカードローンです。少額の借入希望であれば、この恩恵を受けられるでしょう。
    




即日融資はできないが金利を重視する人には銀行カードローン



消費者金融はとにかく審査が早いことが大きなメリットですが、金利の高さが気になる人も多いと思います。

できるだけ利息の支払いを抑えたいという人におすすめしたいのが銀行カードローンです。

消費者金融の上限金利は18.0％が一般的です。初めて借りる時は融資限度額も低いことから、ほぼこの金利が適用されるでしょう。

それに対して銀行カードローンは14.0％〜15.0％ほどなので、3.0％〜4.0％も低いことになります。

	三井住友銀行カードローン
	三菱UFJ銀行カードローン「バンクイック」
	みずほ銀行カードローン


などがあります。

自分が口座を持っている銀行のカードローンなら、新たにカードを作る必要はなく、キャッシュカードで借入ができるので便利です。

ただし、消費者金融と違って即日融資できないのがデメリットです。どんなに早くても審査の結果連絡が翌日以降になってしまいますので、今すぐ借りたい！という人は消費者金融の方が良いでしょう。


    



銀行カードローンは金利が低いところがメリットです。ただし審査が厳しめの傾向があり、またそのため即日融資が難しい点に注意です。
    




カードローンの審査に通りにくい人がお金を借りる方法



大手消費者金融カードローンは比較的審査が柔軟で、間口も広めです。それでも、過去に金融事故を起こしていたり、他社の借入が多かったりすると、審査通過は難しいでしょう。

延滞や滞納など過去に金融事故を起こしている人は、個人信用情報機関に記録されています。この状態は「ブラックリスト」と呼ばれており、大手消費者金融の審査では落とされることがほとんどです。

特に大手消費者金融は、審査時にコンピュータで信用情報を照会することが多いため、「ブラックリスト」というだけで自動的に審査落ちとされやすいのです。

そのような場合は、以下の方法があります。

中小消費者金融は独自審査で融通が効く

ブラック状態で大手消費者金融の審査では落ちてしまったという人でも、中小消費者金融なら、状況によっては審査通過の可能性があります。

過去に金融事故を起こしていたとしても、現在の返済能力に問題がないと判断されれば借りられるかもしれません。

中小消費者金融は「街金」として街の人の力になってきました。大手と比べると、親身になて話を聞いてくれるところが多いです。

	ベルーナノーティス
	フクホー
	セントラル
	ダイレクトワン
	フタバ
	エイワ


などがあります。

単に「ブラックリスト」と言っても事情は人それぞれですから、中小消費者金融はそうした事情に耳を傾けてくれる傾向があります。すでに返済遅延状態が解消済みの場合や、債務整理から時間が経っている場合などは、審査に通る可能性があります。

ただし中小消費者金融からお金を借りる場合、融資額が少額だったり、借り入れまでの時間がかかる場合があるため要注意。

他社の借入が多い人はおまとめローンを利用する

すでに複数の借入があり、新たな借入が難しい人は、おまとめローンを利用して返済を進めていきましょう。

おまとめローンとは複数の借入を一つにするためのローンで、1本化することによって金利が下がる可能性があります。

もし金利が下がれば利息が減りますから、毎月の返済額も減らせる可能性があります。

ただしおまとめローンは借入額が高くなるため、審査も厳しく行われます。銀行も消費者金融も慎重になるため、ブラックリストになってしまっている人がお金を借りるのは困難と言えるでしょう。

中小消費者金融からもおまとめローンは提供されていますが、大手消費者金融や銀行と違って貸し倒れのリスクが大きいため、こちらもブラックリスト入りした人の審査は難しいのが現状です。

友人、知人に頼んでみる

どうしても審査に通らない時は、友人や知人に頼んでみるのも一つの方法です。金額にもよりますが、事情を話してみれば貸してもらえるかもしれません。

ただし、いくら知り合いでも筋は通さなくてはなりません。

利子はどうするのか、返済はいつするのか、分割で返済するならいつ、いくらずつ返済するのか。今後の計画についてもきちんと話をしましょう。

クレジットカードのキャッシング機能を利用する

クレジットカードにキャッシング機能はついていませんか？ショッピング枠の中にキャッシング枠が設定されていれば、クレジットカードを使ってお金を借りることができます。

キャッシュカードでお金を引き出すのと同じように、ATMで金額を指定してお金を借ります。返済は、通常のショッピング分と合わせて引き落としが基本ですが、臨時返済も可能です。

ひとつ注意する点があります。キャッシング枠はあくまでもショッピング枠の一部です。

たとえば利用可能枠が50万円のクレジットカードでキャッシング枠が10万円となっている場合、10万円借りると、通常の買い物に使える枠は40万円になります。

また、買い物ですでに50万円使ってしまっていたら、キャッシング枠は使えないことになります。

公務員は共済組合を利用する

公務員は日本で最も安定している職業です。カードローンの審査で不利になることはあまりないですが、金融事故を起こしているなどの理由で審査に通らない人もいます。

その場合は共済組合の貸付事業を利用してみましょう。

貸付の種類にもよりますが、金利は1％〜5％程度です。これほどの低金利でお金を借りられる先は少ないです。

ただし、借りるための理由が制限されています。

	普通貸付：車を買う、日常生活の臨時の支出の補填など
	特別貸付：結婚費用、教育費用、災害の復旧費用など
	住宅貸付：住宅の新築、購入、リフォームなど


何に使うのか、使途を証明する書類の提出が必要になります。遊ぶためのお金は借りられません。

また、共済組合であっても借りたお金を債務整理することになれば、当然ブラックリスト入りします。公務員は共済組合からの借金を債務整理してしまうと、共済組合を通じて職場にそのことがバレる可能性もあります。

また、共済組合からお金を借りる場合も、過去の金融事故などでブラックリスト入りしていると審査に通らない可能性があります。組合員から集められたお金による融資のため、消費者金融とは別の意味で審査は慎重に行われているのです。

未成年がお金を借りるなら親に話すのが一番

未成年は消費者金融や銀行からお金を借りることができません。年齢の下限は最も低い会社でも18歳となっていますので、17歳以下はお金を借りることができないのです。

もし、何らかの事情があってお金が必要ならば、親や親戚に話すのが一番です。

会社からお金を借りる

未成年でも働いていれば、会社の貸付制度が利用できます。全ての会社で実施されているわけではないので、福利厚生を担当する部署に聞いてみましょう。

また、病気やケガなどによってお金を必要とする場合などは、労働基準法に基づいてすでに働いた分について先払いしてもらうことが可能です。

（非常時払）

第二十五条　使用者は、労働者が出産、疾病、災害その他厚生労働省令で定める非常の場合の費用に充てるために請求する場合においては、支払期日前であつても、既往の労働に対する賃金を支払わなければならない。

引用元:労働基準法 | e-Gov法令検索


会社からお金を借りる「従業員貸付制度」「社内貸付制度」は、金融機関などとは異なる手続きを踏みます。信用情報の照会がないため、ブラックリスト入りしてしまっている人でもお金を借りることができるでしょう。

ただし会社によって手続き方法や審査方法・返済方法は異なり、勤続年数や勤務態度などが重視されます。また、お金の使い道について理由を説明したり、会社と申込書や契約書などを交わしたりする必要があるため、即日で貸してもらえるわけではありません。

少額なら交番で「公衆接遇弁償費」としてお金を借りることもできる

財布を落として家に帰れなくなってしまった、迎えにきてくれる人もいないと困った時などに利用できるのが、公衆接遇弁償費です。

これは交番で利用できる制度で、上限額は原則1,000円です。

ただし、どこの交番でも利用できるかというとそうではないので注意が必要です。都道府県によって利用できない場合があります。

また、あくまでも緊急時の対応なので、お金がない状態に緊急性がないと判断されれば、貸してはもらえません。たとえば財布を落としたといっても、家に家族がいたり、歩いてでも変えることができる範囲に家があれば、借りることは難しいでしょう。
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	友人、知人に頼んでみる
	クレジットカードのキャッシング機能を利用する
	公務員なら共済組合を利用する
	未成年がお金を借りるなら親に話してみる
	会社から貸付制度でお金を借りる
	交番で公衆接遇弁償費としてお金を借りる


このような方法で今の希望と状況に合うものを検討してみてください。
    




無職の人がお金を借りるなら担保を利用する方法がおすすめ



無職の人は、消費者金融でお金を借りることができません。仕事をしており、自分自身の収入がないと無担保・無保証人のカードローンは利用できないのです。

しかし、担保があればお金を借りることができます。

ブランドものなど価値のある品物があれば質屋でお金を借りる

金銭的な価値のあるものがあれば、それを担保に質屋からお金を借りることができます。いくら借りられるかはそのものの価値によって違いますが、査定額のおよそ7〜8割ほどが借りられます。

審査はなく、品物と身分証明書を持っていけばOKです。ただし、利用できるのは18歳以上ですので、未成年はお金を借りられません。

	貴金属
	時計
	パソコン
	ブランドバッグ
	スマホ
	ゲーム機


などを持っていくと数万円からものによっては10万円以上借りることも可能です。

万が一返済できない場合は、質流れといって担保に入れた品物が売られてしまいます。なくなって困るものであれば、早めに返済するようにしましょう。

担保があるため信用情報の照会はなく、ブラックリストの人でもお金を借りることが可能です。返済できなかった場合も品物が売られますが、信用情報に傷がついてブラックリスト入りすることがないためリスクは低いと言えるでしょう。

定期貯金があれば郵便局でお金を借りることができる

お金がない、しかし定期貯金は崩したくないという人は、その貯金を担保にお金を借りることができます。

ゆうちょ銀行には「貯金担保自動貸付」というサービスがあり、預けている金額の90％以内、もしくは上限300万円まで（総合口座1口座につき）貸付が受けられます。

借り方は簡単で、総合口座の残高が足りない時、不足分を含めた金額を指定すれば、その不足分が自動的に補われます。

たとえば、5万円必要なのに口座には3万円しかないというとき、5万円と指定することで自動的に2万円借りられるということです。

返済については2年以内という期間が決められているだけですので、決まった引き落とし日などはありません。余裕のある時に口座に入金することで自動的に返済となります。

定期預金担保貸付は、非常に金利が低いためキャッシングやカードローンよりも返済の負担が少ないのが特徴です。お金を借りる際の審査もないため、無職やブラックリスト入りしている人でも利用できますよ。

もちろん定期預金担保貸付でお金を借りたからといって、各種ローンのように信用情報に借入の履歴が付くこともありません。

生命保険の契約者貸付制度を利用すれば保険を解約せずに借りられる

生命保険を解約すると、解約返戻金がもらえる場合があります。しかし、一度解約してしまうと、再度加入する時には保険料が高くなるので、加入しづらくなってしまいます。

そこで利用したいのが契約者貸付制度です。

解約返戻金を担保としてお金を借りられるサービスで、金利は生命保険会社によって違いますが、およそ3％〜5％程度です。

返済は都合の良い時に一部または全額を返済します。ただし、返済する前に保険金をもらうような事故が起きてしまった場合、受け取れる保険金が少なくなってしまいます。できるだけ早く返済しましょう。

ちなみに生命保険の「契約者貸付制度」は、既にお金を積み立てているため、審査なしでお金を借りられます。つまり信用情報に傷がついてブラックリストになっている人でも、お金を借りられる方法というわけです。

生命保険への加入も同様に、審査や信用情報の照会がないため、ブラックリスト入りした人でも活用できます。信用情報に傷がついてしまっている人は、生命保険に加入しておくともしものときに頼りになるでしょう。

配偶者に安定した収入があれば銀行カードローンも可能

仕事をしていない専業主婦は、自分自身の収入がないため、カードローンが利用できません。

しかし、一部の銀行カードローンでは「配偶者貸付」を行なっています。

	楽天銀行スーパーローン
	PayPay銀行カードローン
	イオン銀行カードローン


などは、配偶者に安定した収入があれば、専業主婦（夫）が自分名義で申し込むことが可能です。


    



質屋、郵便局、生命保険、配偶者貸付など利用できそうなところを探してみてください。

	楽天銀行スーパーローン
	PayPay銀行カードローン
	イオン銀行カードローン


であれば、配偶者貸付でお金を借りることができます。
    




ただし配偶者貸付制度を使用する場合、当然ですが専業主婦とその配偶者どちらの信用についても審査されます。

どこからも借りられない人は公的支援制度を頼ってみよう



カードローンを利用できない人や、担保もないという人は、国からお金を借りる方法を検討してみましょう。

まずはお住まいの市町村の窓口、もしくは福祉協議会に問い合わせてみてください。

生活福祉資金貸付制度を利用して生活を立て直す

生活福祉資金は、

	低所得者
	障害者
	高齢者


の世帯が利用できる制度で、生活に必要な資金を貸し付けることで経済的に支えていくほか、就職の支援なども行いながら、自立できるようにサポートする制度です。

主に4つの種類があります。

	貸付の種類	資金の種類	貸付金額
	総合支援資金	生活支援費	・2人以上の世帯：月20万円以内

・単身世帯：月15万円以内
	住宅入居費	40万円以内
	一時生活再建費	60万円以内
	福祉資金	福祉費	580万円以内
	緊急小口資金	10万円以内
	教育支援資金	教育支援費	・高校：月3.5万円以内

・高専：月6万円以内月

・短大：6万円以内

・大学：月6.5万円以内
	就学支度費	50万円以内
	不動産担保型生活資金	不動産担保型生活資金	・土地の評価額の70％程度

・月30万円以内
	要保護世帯向け不動産担保型生活資金	・土地及び建物の評価額の70％程度

（集合住宅の場合は50％）

・生活扶助額の1.5倍以内


母子父子寡婦福祉資金貸付金制度

母子父子寡婦福祉資金貸付金制度は、20歳未満の子供を育てている家庭で、配偶者のいない人が利用できる制度です。

生活資金や子供を学校へ通わせる資金だけでなく、親が就職するために必要な技能を習得する費用や事業を起こすための費用なども借りることができます。

保証人を立てることができれば無利子になりますし、保証人なしでも金利は1.0％程度です。ひとり親家庭でお困りの方はぜひ利用してほしい制度です。


    

カードローンの審査が通らない人、担保にできるものがない人などは、国からお金を借りる公的支援制度を頼りましょう。各市町村の窓口や、福祉協議会に相談してみてください。
    



安全に早くお金を借りるなら消費者金融カードローン

今すぐお金を借りたい！という人は、消費者金融カードローンがおすすめです。申し込む時間帯によっては即日融資が可能で、会社によっては在籍確認の電話もありません。

手続きをWEB完結にすればカードの発行もないため、郵送物が家に送られてきて家族にバレる心配もないのです。早くて安心できる方法です。

他にも、金利を重視するなら銀行カードローン、担保を利用してお金を借りる方法などをご紹介しました。働くスタイルや年齢によっても適した方法が違います。今回ご紹介した中から、ご自分にあった方法を見つけてください。

どうしても借りる先が見つからない時は、迷わず公的支援を利用しましょう。市町村の役所に相談に行ってみてください。
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